
1 専門教育科目の構成
１．人間文化学科の教育目的
　人間文化学科の教育目的は次の３点である。第１に、
学生が学科で学ぶ学問分野の基本的な研究方法を身に
つけ、研究課題を発見し、その解決に向けて必要とさ
れる論理的な思考力、表現力、コミュニケーション能
力を備えた女性の育成である。第２に、国際社会の変
化をしっかりととらえ、それに対応することのできる
豊かな国際感覚と外国語運用能力を身につけた女性の
育成である。そして、第３に、教養豊かな女性の育成
である。
　上記３つは、複雑で先行きが不透明な現代という時
代を生き抜くために不可欠の能力としてすべての女性
に必要なものである。「教養豊かな女性」とは単に知識
が豊富な女性を意味するものではなく、身につけた知
識を、現代を生き抜くための知恵として積極的に活用
できる女性のことである。
　端的に言えば、教養を自分自身のためではなく、現
代の日本、そして世界のために役立たせることができ
る女性の育成。それが人間文化学科の教育目的である。

２．人間文化学科の特徴
　人間文化学科の特徴は次の３点である。第１に、日
本や世界を歴史という時間軸と地域という空間軸で把
握しようとすることである。これは人間文化学科の歴
史系とグローバル系という２つの科目群に対応し、両
者を縦軸と横軸にして複雑な現代の解明に迫っていく
のである。第２に、現場主義、実物主義を重視してい
ることである。人間文化学科ではフィールド実習とい
う科目を設け、広く日本や世界の文化に直接触れるこ
とのできる機会を提供している。第３に、教員免許と
学芸員資格を取得できることである。両資格とも人間
文化学科で学んだことを社会に役立てることのできる
資格として学科として重視している。
　人間文化学科での学びは空理空論に終わるものでは
決してない。それはしっかりと地に足の着いたもので
あり、将来の進路に結びついているのである。

3．教育課程の特色
　人間文化学科では大きく分けて以下の２つの系があ
り、科目群は以下のようになっている。

系 科目群

歴史系
日本史、東洋史、西洋史、哲学、
日本美術史、西洋美術史など。

グローバル系
地域学（アジア・ヨーロッパ）、文
化人類学など。

　１年次〜２年次は、両系の科目群を広範囲に学ぶ。
「基礎科目群」（１〜２年次開設）で両系から幅広く学び、
「入門演習」では、演習（ゼミ）形式の科目を入門的に
体験する。２年次は「導入演習」、「入門資料講読」といっ
た演習科目を学びつつ、両系の専門講義科目を自らの
関心に基づいて選択する。
　３年次は、２年次までに習得した幅広い教養をもと

に、専門分野の知識を深める。講義科目を取りつつ、
「発展演習」において研究方法を学び、卒業論文作成に
必要な知識を習得する。
　４年次は、今までの学習の集大成として卒業論文を
作成する。

2 履修方法
◆卒業要件単位
　卒業するためには、以下の要件を満たし、合計124
単位以上履修しなければならない。

１）一般教育科目
　一般教育科目は 36単位以上履修すること。その科
目内訳は以下のとおり。
◉必修科目（計36単位）
１年次：「キリスト教学」、「基礎演習」、「日本語演習」、

「女性と人権」、「音楽の世界」、「自然科学入
門」、「英語コミュニケーションⅠ・Ⅱ」
第二外国語はドイツ語、フランス語、中国語、
朝鮮語のいずれかを選択（「ドイツ語コミュ
ニケーションⅠ・Ⅱ」、「ドイツ語リテラシー
Ⅰ・Ⅱ」または「フランス語コミュニケーショ
ンⅠ・Ⅱ」、「フランス語リテラシーⅠ・Ⅱ」
または「中国語コミュニケーションⅠ・Ⅱ」、
「中国語リテラシーⅠ・Ⅱ」または「朝鮮語
コミュニケーションⅠ・Ⅱ」、「朝鮮語リテ
ラシーⅠ・Ⅱ」）
「体育講義」、「体育実技」

２年次：「社会保障と福祉」、「自然科学特論」、「総合
コース」（Ａ〜Ｅのなかから１科目選択）、「英
語リテラシーⅠ・Ⅱ」

３年次：「キリスト教と現代社会」、「ライフワーク
論」、「科学技術論」

◉選択科目
１年次：「情報処理」
３年次：「日本国憲法」
４年次：「キャリア形成論」
１〜４年次：「シーズンスポーツ」
２〜４年次：「スキルアップ英語」、「スキルアップド

イツ語」、「スキルアップフランス語」、
「スキルアップ中国語」、「スキルアップ
朝鮮語」、「スポーツ」

２）専門教育科目
　専門教育科目は以下のように合計 80単位以上履修
すること。
Ａ．講義科目：
基礎科目群から、９科目 18単位以上を履修す
ること。その内「歴史・地域学入門」は必修とし、
その他の科目から８科目 16単位以上を履修す
ること。２年次開講の講義科目群（歴史系およ
びグローバル系）から、各３科目６単位以上、
合わせて６科目12単位以上履修すること。また、
３年次開講の講義科目群（歴史系およびグロー
バル系）から、各２科目４単位以上、合わせて
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４科目８単位以上履修すること。さらに３・４
年次開講の「歴史・地域学特論Ⅰ・Ⅱ」を１科
目２単位以上履修すること。

Ｂ．演習科目：
「入門演習」２単位は一般教育科目「基礎演習」
とは異なる教員の担当クラスを１つ選択し、履
修すること。２年次の演習科目「導入演習Ⅰ・Ⅱ」
を、各２単位履修すること。その際、ⅠとⅡは
異なる教員の担当クラスを選択しなければなら
ない。また、「入門資料講読」を２単位履修する
こと。３年次で「発展演習Ⅰ・Ⅱ」を各２単位
履修すること。なお、「発展資料講読」は選択科
目であるが、同一教員担当の「入門資料講読」
の単位を取得した者だけが履修できる。

Ｃ．「卒業研究演習Ⅰ・Ⅱ」各２単位、「卒業論文」
４単位を履修すること。

Ｄ．「フィールド実習」は、他科目同様にカリキュラ
ムに含まれ、他科目同様に４月または９月に科
目登録を行うが、実習の説明会は多くの場合、
実習実施の前年度に開催される。説明会に関す
る掲示を見落とさないよう注意すること。

　　「フィールド実習」（海外）に参加するには、
「フィールド実習事前指導」と「フィールド実習」
（海外）の両科目を登録・履修する。

Ｅ．「キャリアデザイン」２単位を履修すること。
Ｆ．上記A. 〜 D. で履修した以外の「専門教育科目」
のうち任意の科目を 18単位以上履修すること。
「個別研修」はその中に12単位まで含めること
ができる。

３）自由選択科目
　『専門教育科目の選択科目』『一般教育科目の選択科
目』、『他学科の開放科目』、『学芸員に関する科目の中
の卒業要件△印の科目』ならびに『本学と協定を締結
している他大学の単位互換科目』から 8単位以上履修
すること。

◆「個別研修」について（２・３・４年次認定科目）
（１）語学
　国内の大学、短期大学、あるいは専門学校等で
開講されている語学講座に参加した場合、海外の
正規の大学に附属している語学学校等に留学した
場合は、それぞれの学校で修得した語学科目を、
言語の種類を問わず、本科目に振り替えることが
できる。ただし、休学を伴う私費留学は対象とは
しない。

（２）地域学
　本学科に既設のグローバル系の諸科目に関連し
た科目に関わって、海外の正規の大学に在学留学
する場合、及び国際協力ＮＧＯセンターあるいは
本学科が認定した国内外のスタディ ･ツアー、ワー
ク ･ キャンプ等の現地実習に参加する場合は、そ
れぞれの大学や機関で修得した科目及び研修を本
科目に振り替えることができる。ただし、休学を
伴う私費留学は対象とはしない。

（３）資格
　国内外で実施されている各種検定試験において
認定された資格を本科目に振り替えることができ
る。再度履修の際には、種類が重複しないように
確認して申請すること。試験結果の有効期間は２
年間とし、本学入学以前に取得した科目について
も単位を認定する。

　個別研修は、キャップ制対象外の科目である。
　個別研修として認められた単位はすべて卒業要件単
位に含めることができる。しかし、再度履修として認
められた単位については、卒業要件単位に含めないも
のとする。
　本科目は履修登録の必要はないが、単位認定には学
科への申請手続きが必要である。
　申請受付は年一回とする。認められた単位は後期の
成績として処理するため、申請期間は１２月から１月
の間を予定している。申請手続きについては、全て学
科掲示板で周知する。申請に関する質問は学科教務セ
ンター担当教員にすること。申請書の受け取りおよび
提出先は人間文化学科副手室とする。
　申請書に添付が必要な書類はそれぞれ以下のとおり。
①語学：学習内容および成績を証明する書類または
それに代わる修了証

②地域学：学習内容および成績を証明する書類また
は報告書、研修修了証（単位認定に十分な研修内
容かどうか等を事前に教務センター担当教員の教
員に確認しておくこと。）

③資格：検定試験合格の認定証や級、スコアが記載
されている書類のコピー。

　「個別研修」の単位認定は、単位認定基準表に基づ
く。

● 語学・地域学

種類 認定基準 認定科目の名称 単位

語学

30 時間以上の研修 個別研修 2大学での修得科目

スタディー・ツアーワーク・キャンプ　等
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目標 学年 履修モデル

専
門
分
野
を
さ
が
し
て
、
幅
広
く
学
ぶ

１
年
次

基礎科目を履修する
・基礎科目：１年次開講の科目から８〜12科目を選
択（「歴史・地域学入門」は必修）
・入門演習（後期）
１年次開講のその他の科目から選択する（他学科の
開放科目および他大学の単位互換科目を含む）

２
年
次

基礎科目を履修する
・基礎科目：1年次開講の科目から２～４科目を選択
専門科目を履修する
・講義科目：２年次開講の科目から４〜８科目を選択
・演習科目：導入演習、入門資料講読
１〜２年次開講のその他の科目から選択する（他学科
の開放科目および他大学の単位互換科目を含む）

専
門
分
野
を
深
め
る

３
年
次

専門科目を履修する
・講義科目：３年次以下の開講科目から６〜10科目
を選択
・演習科目：３年次開講の２科目
１〜３年次開講のその他の科目から選択する（他学科
の開放科目および他大学の単位互換科目を含む）

し
て
、
作
成
す
る

卒
業
論
文
を
準
備

４
年
次

卒業論文の作成
・卒業研究演習：２科目
・卒業論文
１〜４年次開講のその他の科目から選択する（他学
科の開放科目および他大学の単位互換科目を含む）

＊演習科目：「教育課程表」の各コース科目群の中で「○
○演習」と表記されている科目。

＊講義科目：「教育課程表」の各コース科目群の中で演
習科目以外の科目。

＊単位互換科目：単位互換制度によって、他大学の提供
した科目。

◉キャップ制について
　キャップ制とは、授業の予習や復習など教室外に
おいて学習する時間を考慮し、単位の過剰登録を防

ぐため、学期間・年間に科目登録できる単位の上限
を設ける制度である。
　１年度あたり修得できる単位数は、前期、後期そ
れぞれ28単位、通年で48単位を超えてはならない。
　なお、全学科において科目登録の上限に含めない
科目があるので、詳しくは、「5キャップ制」（P20）
を参照すること。

3 取得できる免許と資格
　人間文化学科では、次の免許・資格を取得すること
ができる。取得方法については、「資格・免許」（P107
〜）を参照にすること。

教育職員免許状： 中学校教諭一種免許状（社会）
高等学校教諭一種免許（地理歴史）
高等学校教諭一種免許（公民）

資　　　　　格： 学芸員

4 教育課程表の記号について

・「卒業要件」…卒業に関わる授業科目

・「免許・資格」…免許・資格取得に関わる授業科目

必　修…………………………………………………………………… 	◎

選択必修（複数の科目から指定の単位数を必ず選択する）……… 	○

選　択（卒業要件単位）……………………………………… 	△

自　由（卒業要件単位には含まれない）…………… 	◇

教　職（中一種免・高一種免を両方取得希望者）必　修…… 	※

● 資格

検定試験 認定団体 認定基準 認定科目の名称 単位

英語

TOEFL iBT 国際教育交換協議会 45 点以上

個別研修 ２

実用英語技能検定 日本英語検定協会 2級
TOEFL iBT 国際教育交換協議会 79 点以上
実用英語技能検定 日本英語検定協会 準1級以上

フランス語
実用フランス語技能検定 フランス語教育振興協会 3級

実用フランス語技能検定 フランス語教育振興協会 2級以上

ドイツ語
ドイツ語技能検定 ドイツ語学文学振興会 3級

ドイツ語技能検定 ドイツ語学文学振興会 2級以上

中国語
中国語検定 日本中国語検定協会 2級

中国語検定 日本中国語検定協会 準１級以上

朝鮮語

ハングル能力検定試験 ハングル能力検定協会 準2級
韓国語能力試験 韓国教育財団 中級（3～4級）
ハングル能力検定試験 ハングル能力検定協会 2級以上
韓国語能力試験 韓国教育財団 高級（5～6級）

日本語・漢字
日本漢字能力検定 日本漢字能力検定協会 準1級
日本漢字能力検定 日本漢字能力検定協会 1級
日本語教育能力検定試験 日本国際教育支援協会 合格

旅行業務
国内旅行業務取扱管理者試験 全国旅行業協会 取得

総合旅行業務取扱管理者試験 日本旅行業協会 取得

通訳 通訳案内士試験 国際観光振興機構 取得

観光英語
観光英語検定試験 全国語学ビジネス観光教育協会 2級

観光英語検定試験 全国語学ビジネス観光教育協会 1級

観光 世界遺産検定 世界遺産アカデミー 2級以上
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5 教育課程表

人 間 文 化 学 科 教 育 課 程 表
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